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令
和
５
年
度
乳
幼
児
教
育
・
保
育
推
進
事
業
　
研
修
実
績
報
告
書

R
6
.
1
.
2
9
現
在

公
民
公
私

1

「
乳
幼
児
期
に
は
ぐ
く
み
た
い
力
(
非
認
知
能
力
の
育
成
)
」
「
自
立
心
や
そ
の
芽

生
え
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
学
び
合
う
」

講
義
や
意
見
交
流
を
通
し
て
、
乳
幼
児
期
に
は
ぐ
く
み
た
い
力
を
共
有
す
る

【
エ
ピ
ソ
ー
ド
研
修
・
講
演
】

○
京
都
教
育
大
学
幼
児
教
育
科

准
教
授
　
佐
川
 
早
季
子
　
氏

7
/
2
5

3
0
2
7
1
0
3
3
5

2
「
保
護
者
対
応
～
ど
う
寄
り
添
い
ま
す
か
～
」

講
義
や
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
通
し
て
、
保
護
者
に
対
す
る
支
援
の
仕
方
や
相
談
の
進

め
方
に
つ
い
て
学
ぶ
【
講
義
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

〇
宇
治
福
祉
園

理
事
　
海
老
原
 
弘
行
　
氏

9
/
7

4
4
0
9
1
0
5
6
1
4

3

「
保
育
者
や
教
員
に
必
要
な
力
に
つ
い
て
学
び
合
う
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
～
新
聞
紙
ワ
ー
ク
で
頭
と
心
を
ほ
ぐ
そ
う
!
!
～

講
義
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
通
し
て
、
保
育
者
や
教
員
に
必
要
な
力
に
つ
い
て

学
び
合
う
。
【
講
義
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

○
大
谷
大
学
附
属
大
谷
幼
稚
園

園
長
　
竹
田
 
ひ
と
み
　
氏

9
/
2
6

2
1
1
2
5
3
3
7

4
「
公
立
保
育
所
の
公
開
保
育
か
ら
学
び
合
う
」

公
開
保
育
と
そ
の
後
の
意
見
交
流
等
を
通
し
て
、
子
ど
も
の
主
体
性
を
は
ぐ
く
む

環
境
構
成
や
保
育
者
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
学
ぶ
【
公
開
保
育
】

○
京
都
府
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

大
橋
 
美
智
子
　
氏

1
2
/
1
5

1
6
7
4
2
0
1
2

5

「
自
ら
学
ぶ
楽
し
さ
を
つ
な
ぐ
～
小
学
校
教
員
が
幼
児
教
育
を
学
ん
で
考
え
た
こ

と
～
」

令
和
4
年
度
京
都
府
現
職
教
員
長
期
研
究
生
の
実
践
や
意
見
交
流
等
を
通
し
て
、
育

ち
と
学
び
を
つ
な
ぐ
必
要
性
に
つ
い
て
学
ぶ
【
実
践
発
表
】

○

木
幡
小
学
校
教
諭

中
尾
 
佳
那
　
先
生

京
都
府
幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

狩
野
 
理
恵
子
　
氏

7
/
4

7
5
7
2
5
9
7
7
2
0

6

「
幼
小
連
携
・
接
続
実
践
報
告
か
ら
学
び
合
う
」

宇
治
市
教
育
研
究
員
(
幼
小
接
続
研
究
部
会
)
の
実
践
報
告
や
施
設
類
型
を
越
え
た

意
見
交
流
等
を
通
し
て
、
育
ち
と
学
び
を
つ
な
ぐ
必
要
性
や
日
々
の
教
育
・
保
育

実
践
に
活
か
す
具
体
的
な
視
点
を
学
び
合
う
【
実
践
発
表
】

○
京
都
府
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

幼
児
教
育
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

古
賀
 
松
香
　
氏

2
/
2
2

7
8
/
1
0

2
8
7
1
0
0
8
0
3

8
1
0
/
2
3

1
4
4
2
1
1
3
3

9
1
1
/
7

2
3
7
7
0
2
3
4

1
0

「
幼
児
期
に
発
達
障
害
が
疑
わ
れ
る
子
ど
も
た
ち
と
保
護
者
へ
の
支
援
」

発
達
障
害
の
理
解
、
発
達
障
害
へ
の
対
応
や
保
護
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
に
つ
い
て
学

ぶ
【
講
演
】

京
都
府
立
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

小
児
科
医
師
　
青
山
 
三
智
子
　
氏

1
2
/
7

7
6
2
1
1
1
4
4
4
1
4

1
1

「
事
例
か
ら
学
び
合
う
」

療
育
施
設
等
の
先
生
の
困
り
ご
と
、
疑
問
点
を
通
し
て
、
解
決
策
を
議
論
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
【
事
例
検
討
】

○
京
都
府
立
大
学
公
共
政
策
学
部

教
授
　
服
部
　
敬
子
　
氏

2
/
2
7

※
合
計
1
1
研
修

9
研
修

3
2
7
3
7
7
7
3
8
3
3
7
0
7
2

月
日

※
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
実
施
の
場
合
：
○

保
・
こ

幼
療 他
小

参
加

人
数

G
W
※

合
計
（
未
開
催
除
く
）

N
o
.

区
分

テ
ー
マ
・
研
修
内
容

講
師

保
幼
こ
小
合
同
研
修
講
座

(
教
育
部
)

※
公
立
幼
・
小

　
　
全
園
・
校
参
加

早
期
療
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
研
修
会
・
講
演
会

(
福
祉
こ
ど
も
部
)

「
発
達
面
で
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
に
対
す
る
就
学
前
の
フ
ォ

ロ
ー
シ
ス
テ
ム
」

宇
治
市
の
フ
ォ
ロ
ー
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
学
ぶ
【
講
演
・
グ
ル
ー
プ
協
議
】

保
健
推
進
課
発
達
相
談
員

学
校
教
育
課
指
導
主
事

☆
新
規

乳
幼
児
教
育
・
保
育
協
働

研
修
会
(
セ
ン
タ
ー
研
修
)

○

未
実
施

未
実
施

未
実
施

未
実
施

未
実
施

未
実
施

-2-



令
和
５
年
度
乳
幼
児
教
育
・
保
育
推
進
事
業
　
研
修
実
績
報
告
書
（
ア
ン
ケ
ー
ト
概
要
）

１
．
乳
幼
児
教
育
・
保
育
協
働
研
修
会
（
7
月
2
5
日
（
火
）
1
4
：
3
0
～
1
7
：
0
0
　
生
涯
学
習
Ｃ
）

参
加
者
：
3
0
名
（
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
数
：
2
0
　
）

研
修
形
式
：
グ
ル
ー
プ
協
議
（
エ
ピ
ソ
ー
ド
研
修
）
、
講
演

講
師
：
京
都
教
育
大
学
　
教
育
学
部
　
幼
児
教
育
学
科
　
准
教
授
　
佐
川
　
早
季
子
　
氏

A
B

C
D

2
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
等
を
向
上
さ
せ
た
い
と
考
え
て
研
修
に
参
加
し
た
か

・
幼
児
の
姿
か
ら
1
0
の
姿
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
の
か

・
そ
の
姿
が
小
学
校
以
降
、
ど
の
よ
う
に
経
験
が
活
か
さ
れ
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
交
流
や
講
義
を
通
し
て
学
び
た
い

3
主
な
感
想
・
意
見
な
ど

・
色
々
な
経
験
を
さ
れ
て
い
る
先
生
と
意
見
交
流
す
る
こ
と
で
、
様
々
な
視
点
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た

・
自
分
で
は
思
い
つ
か
な
か
っ
た
よ
う
な
意
見
や
考
え
方
も
あ
り
、
視
野
が
広
が
っ
た
よ
う
に
思
う

・
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
方
、
副
園
長
先
生
と
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
立
場
で
は
あ
る
が
、
視
点
は
大
き
く
違
わ
な
い
こ
と
に
安
心
し
た

4
今
後
研
修
会
で
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
テ
ー
マ
、
参
加
し
や
す
い
月
や
時
間
帯
を
教
え
て
く
だ
さ
い

（
テ
ー
マ
等
）
　
　
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
基
に
し
た
研
修
の
複
数
回
開
催
に
よ
り
、
顔
見
知
り
の
先
生
も
増
え
、
互
い
に
つ
い
て
知
れ
る
の
で
は
な
い
か

　
　
　
　
　
　
　
　
他
の
1
0
の
姿
に
つ
い
て
も
深
め
た
い
（
特
に
「
健
康
な
心
と
体
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
「
幼
小
接
続
」
、
「
特
別
支
援
」
、
「
遊
び
の
発
展
の
仕
方
や
環
境
構
成
の
ポ
イ
ン
ト
」

（
認
定
こ
ど
も
園
）
も
う
少
し
早
い
時
間
が
あ
り
が
た
い
。
1
3
：
3
0
く
ら
い
か
ら

2
0

1
0
0
.
0
%

・
自
分
の
経
験
で
の
価
値
観
や
思
い
だ
け
で
な
く
、
他
園
・
小
学
校
の
先
生
方
の
子
ど
も
の
姿
の
捉
え
方
や
思
い
に
も
触
れ
、
視
野
を
広
げ
た
い
と
思
っ
た

N
o
.

項
目

回
答

満
足
度

A
+
B

1
資
質
向
上
に
役
立
っ
た
か

A
:
大
い
に
役
立
っ
た
 
B
:
役
立
っ
た
 
C
:
あ
ま
り
役
立
た
な
か
っ
た
 
D
:
役
立
た
な
か
っ
た

1
3

7
0

0

（
療
育
施
設
）
　
　
1
年
生
の
学
習
内
容
、
1
年
生
担
任
の
感
じ
る
課
題
等
、
就
学
前
の
お
子
さ
ん
の
保
育
を
し
て
い
る
と
知
ら
な
い
こ
と
を
知
り
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
通
級
指
導
教
室
担
当
は
、
第
2
火
曜
に
定
例
の
研
修
が
あ
る
の
で
、
放
課
後
は
火
曜
日
を
外
し
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い

（
小
学
校
）
　
　
　
7
月
下
旬
は
夏
休
み
な
の
で
参
加
し
や
す
い

・
幼
小
連
携
接
続
を
進
め
て
い
く
ヒ
ン
ト

・
エ
ピ
ソ
ー
ド
研
修
に
参
加
経
験
が
乏
し
く
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
経
験
し
て
み
た
か
っ
た
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令
和
５
年
度
乳
幼
児
教
育
・
保
育
推
進
事
業
　
研
修
実
績
報
告
書
（
ア
ン
ケ
ー
ト
概
要
）

２
．
乳
幼
児
教
育
・
保
育
協
働
研
修
会
（
9
月
7
日
（
木
）
1
4
：
3
0
～
1
7
：
0
0
　
生
涯
学
習
Ｃ
）

参
加
者
：
4
4
名
（
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
数
：
2
9
　
）

研
修
形
式
：
講
義
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

講
師
：
宇
治
福
祉
園
　
理
事
　
海
老
原
　
弘
行
　
氏

A
B

C
D

3
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
等
を
向
上
さ
せ
た
い
と
考
え
て
研
修
に
参
加
し
た
か

・
普
段
交
流
で
き
な
い
幼
稚
園
、
保
育
園
な
ど
の
先
生
方
と
交
流
し
、
就
学
前
後
の
接
続
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
能
力

4
主
な
感
想
・
意
見
な
ど

5
今
後
研
修
会
で
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
テ
ー
マ
、
参
加
し
や
す
い
月
や
時
間
帯
を
教
え
て
く
だ
さ
い

（
テ
ー
マ
等
）
海
老
原
先
生
の
研
修
を
ま
た
受
け
た
い

　
　
　
　
　
　
子
ど
も
た
ち
の
生
活
環
境
が
年
々
変
わ
り
つ
つ
あ
る
中
で
気
を
付
け
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
「
知
ら
ん
、
わ
か
ら
ん
」
と
い
う
児
童
の
気
持
ち
に
つ
い
て
、
具
体
例
を
通
し
て
教
え
て
い
た
だ
き
た
い

　
　
　
　
　
　
午
後
3
時
以
降

2

N
o
.

項
目

回
答

満
足
度

A
+
B

1
資
質
向
上
に
役
立
っ
た
か

A
:
大
い
に
役
立
っ
た
 
B
:
役
立
っ
た
 
C
:
あ
ま
り
役
立
た
な
か
っ
た
 
D
:
役
立
た
な
か
っ
た

2
1

8
0

0
2
9

1
0
0
.
0
%

－
－

・
障
害
児
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
知
識
を
深
め
た
い

・
海
老
原
先
生
の
保
護
者
対
応
の
素
晴
ら
し
さ
を
よ
く
存
じ
上
げ
て
お
り
、
学
ん
で
実
践
に
活
か
し
た
い

・
子
ど
も
に
寄
り
添
う
方
法
、
乳
幼
児
教
育
へ
の
理
解
向
上

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
時
間
の
長
さ

A
:
短
い
 
B
:
適
当
 
C
:
長
い

1
2
7

1
－

・
保
育
所
等
訪
問
な
ど
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
先
生
方
も
多
く
参
加
さ
れ
て
お
り
、
顔
の
見
え
る
関
係
性
の
大
切
さ
を
感
じ
た

（
小
学
校
）
　
運
動
会
が
終
わ
っ
て
い
る
時
期

・
保
護
者
の
方
か
ら
の
発
信
は
ど
ん
な
も
の
で
も
あ
り
が
た
い
と
思
い
、
丁
寧
に
受
け
と
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
た

・
初
め
て
会
っ
た
方
々
と
、
こ
ん
な
に
も
笑
顔
で
繋
が
れ
る
研
修
は
他
に
な
い
と
思
う

・
子
育
て
を
し
て
い
る
立
場
と
し
て
も
、
す
ご
く
納
得
で
き
る
お
話
で
自
分
も
受
け
止
め
て
も
ら
っ
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
た

・
就
学
直
後
の
保
護
者
と
関
わ
る
前
に
、
就
学
前
の
状
況
を
丁
寧
に
幼
稚
園
、
保
育
園
な
ど
か
ら
聞
き
取
り
た
い
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令
和
５
年
度
乳
幼
児
教
育
・
保
育
推
進
事
業
　
研
修
実
績
報
告
書
（
ア
ン
ケ
ー
ト
概
要
）

３
．
乳
幼
児
教
育
・
保
育
協
働
研
修
会
（
9
月
2
6
日
（
火
）
1
4
：
3
0
～
1
7
：
0
0
　
生
涯
学
習
Ｃ
）

参
加
者
：
2
1
名
（
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
数
：
1
4
　
）

研
修
形
式
：
講
義
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

講
師
：
大
谷
大
学
附
属
大
谷
幼
稚
園
　
園
長
　
竹
田
　
ひ
と
み
　
氏

A
B

C
D

3
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
等
を
向
上
さ
せ
た
い
と
考
え
て
研
修
に
参
加
し
た
か

・
保
幼
こ
小
の
連
携
に
つ
い
て
の
知
識
を
得
る
た
め
　
・
乳
幼
児
教
育
へ
の
理
解
の
向
上
と
、
保
育
実
践
を
学
ぶ
た
め
　

・
保
育
の
引
き
出
し
を
増
や
し
た
い
　
　
　
　
　
　
　
・
保
育
者
に
必
要
な
力
に
つ
い
て
学
び
た
い

4
主
な
感
想
・
意
見
な
ど

5
今
後
研
修
会
で
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
テ
ー
マ
、
参
加
し
や
す
い
月
や
時
間
帯
を
教
え
て
く
だ
さ
い

（
テ
ー
マ
等
）
身
近
な
先
生
か
ら
お
話
を
聴
け
る
こ
と
も
、
貴
重
な
機
会
で
あ
る
と
感
じ
た

　
　
　
　
　
　
育
っ
て
欲
し
い
姿
を
元
に
学
習
の
中
で
活
用
し
、
伸
ば
し
て
い
け
る
た
め
に
は
何
を
し
た
ら
良
い
か

　
　
　
　
　
　
幼
小
接
続
に
関
わ
っ
て
、
評
価
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
け
ば
よ
い
か
知
り
た
い

　
　
　
　
　
　
小
学
校
や
他
の
就
学
前
施
設
の
先
生
方
と
共
に
学
び
合
え
る
機
会
が
あ
れ
ば
嬉
し
い

　
　
　
　
　
　
1
月
、
午
後
の
時
間
帯

N
o
.

項
目

回
答

満
足
度

A
+
B

（
療
育
施
設
）
水
木
の
午
後
だ
と
参
加
し
や
す
い
事
が
多
い

1
資
質
向
上
に
役
立
っ
た
か

A
:
大
い
に
役
立
っ
た
 
B
:
役
立
っ
た
 
C
:
あ
ま
り
役
立
た
な
か
っ
た
 
D
:
役
立
た
な
か
っ
た

1
0

4
0

・
他
機
関
と
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
　
　
　
　
　
　
・
柔
軟
な
発
想
の
向
上
　
　
　
・
多
角
的
な
考
え
を
持
て
る
能
力

・
竹
田
先
生
の
お
話
を
お
聴
き
し
た
か
っ
た
　
　
　
　
・
同
地
域
の
幼
稚
園
の
取
組
や
考
え
を
共
有
で
き
れ
ば
と
思
っ
た

0
1
4

1
0
0
.
0
%

2

・
就
学
前
施
設
で
の
取
組
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
な
お
か
つ
、
小
学
生
の
現
場
で
活
か
す
こ
と
の
で
き
る
視
点
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た

・
手
取
り
足
取
り
、
児
童
に
接
す
る
こ
と
を
控
え
、
児
童
の
自
主
性
や
創
造
力
に
託
す
場
面
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

・
固
定
概
念
を
取
り
払
っ
て
、
子
ど
も
達
と
向
き
合
っ
た
り
、
子
ど
も
の
考
え
や
発
言
を
理
解
し
た
り
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ
け
た

・
具
体
的
な
お
も
ち
ゃ
や
新
聞
紙
の
遊
び
は
す
ぐ
に
現
場
で
使
わ
せ
て
頂
け
る
と
思
っ
た

－
－

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
時
間
の
長
さ

A
:
短
い
 
B
:
適
当
 
C
:
長
い

0
1
3

1
－
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令
和
５
年
度
乳
幼
児
教
育
・
保
育
推
進
事
業
　
研
修
実
績
報
告
書
（
ア
ン
ケ
ー
ト
概
要
）

４
．
乳
幼
児
教
育
・
保
育
協
働
研
修
会
（
1
2
月
1
5
日
（
火
）
9
：
0
0
～
1
2
：
0
0
　
西
小
倉
保
育
所
）

参
加
者
：
1
6
名
（
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
数
：
7
　
）

研
修
形
式
：
公
開
保
育
、
グ
ル
ー
プ
協
議
、
指
導
助
言

講
師
：
府
幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
　
大
橋
　
美
智
子
　
氏

A
B

C
D

3
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
等
を
向
上
さ
せ
た
い
と
考
え
て
研
修
に
参
加
し
た
か

・
自
分
に
な
い
保
育
の
展
開
を
学
び
た
い

4
主
な
感
想
・
意
見
な
ど

・
指
導
助
言
で
お
話
さ
れ
て
い
た
保
育
者
の
願
い
を
意
図
し
た
働
き
か
け
の
大
切
さ
が
印
象
に
残
っ
た

5
今
後
研
修
会
で
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
テ
ー
マ
、
参
加
し
や
す
い
月
や
時
間
帯
を
教
え
て
く
だ
さ
い

（
テ
ー
マ
等
）
様
々
な
施
設
の
保
育
を
見
た
い
の
で
参
観
の
機
会
が
あ
る
と
嬉
し
い

　
　
　
　
　
　
子
ど
も
の
主
体
性
を
育
む
環
境
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
保
育
の
現
場
を
実
際
に
見
に
行
く
研
修
は
良
い
と
感
じ
た

N
o
.

項
目

回
答

満
足
度

A
+
B

1
資
質
向
上
に
役
立
っ
た
か

A
:
大
い
に
役
立
っ
た
 
B
:
役
立
っ
た
 
C
:
あ
ま
り
役
立
た
な
か
っ
た
 
D
:
役
立
た
な
か
っ
た

5
2

0
0

7
1
0
0
.
0
%

2
グ
ル
ー
プ
協
議
の
時
間
の
長
さ

A
:
短
い
 
B
:
適
当
 
C
:
長
い

2
5

0

・
幼
小
連
携
の
視
点
で
、
子
供
た
ち
の
主
体
性
を
生
か
し
た
保
育
や
環
境
整
備
の
あ
り
方
に
つ
い
て
学
べ
た
の
で
、
勤
務
校
な
ど
で
広
め
て
い
き
た
い

－
－

－

・
幼
児
教
育
を
知
り
、
小
学
校
教
育
の
接
続
に
繋
げ
る
た
め

・
主
体
的
な
幼
児
の
姿
の
捉
え
方
、
保
育
者
の
子
ど
も
へ
の
関
わ
り
方
や
声
の
か
け
方
、
環
境
構
成
に
つ
い
て
他
園
を
見
て
学
び
た
い
と
思
っ
た

・
子
ど
も
が
育
っ
て
い
る
時
は
、
保
育
者
が
出
し
ゃ
ば
り
す
ぎ
ず
、
子
ど
も
た
ち
の
力
を
信
じ
て
見
守
る
保
育
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
た

（
小
学
校
）
　
6
月
、
1
1
月
が
参
加
し
や
す
い
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令
和
５
年
度
乳
幼
児
教
育
・
保
育
推
進
事
業
　
研
修
実
績
報
告
書
（
ア
ン
ケ
ー
ト
概
要
）

５
．
保
幼
こ
小
合
同
研
修
講
座
Ⅰ
（
7
月
4
日
（
火
）
1
4
：
3
0
～
1
7
：
0
0
　
生
涯
学
習
Ｃ
）

参
加
者
：
7
5
名
（
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
数
：
6
2
）

研
修
形
式
：
実
践
発
表
、
グ
ル
ー
プ
協
議
、
指
導
助
言

講
師
：
府
幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
　
狩
野
　
理
恵
子
　
氏

A
B

C
D

4
主
な
感
想
・
意
見
な
ど

5
今
後
研
修
会
で
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
テ
ー
マ
、
参
加
し
や
す
い
月
や
時
間
帯
を
教
え
て
く
だ
さ
い

・
小
学
校
が
困
っ
て
い
る
こ
と
や
や
り
に
く
さ
の
事
例
　
　
　
　
・
接
続
の
た
め
に
つ
け
て
お
き
た
い
力

0
4

3
6

2
2

N
o
.

項
目

回
答

32
3
9

2
1

満
足
度

A
+
B

・
保
幼
こ
小
連
携
を
実
際
に
す
る
ペ
ア
や
グ
ル
ー
ブ
を
定
め
、
具
体
的
な
話
し
合
い
の
場
を
設
け
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
う

・
実
践
発
表
を
聴
い
て
、
小
学
校
の
先
生
が
も
っ
と
就
学
前
施
設
の
教
育
の
内
容
、
保
育
者
の
意
図
を
理
解
す
る
機
会
を
作
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
た

・
就
学
前
施
設
同
士
も
学
び
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た

・
グ
ル
ー
プ
が
校
区
の
園
の
先
生
方
と
だ
っ
た
の
で
、
よ
り
実
践
で
き
そ
う
な
具
体
的
な
話
し
合
い
が
で
き
、
と
て
も
よ
か
っ
た

・
園
の
実
践
を
直
接
見
た
い

・
幼
稚
園
だ
け
で
な
く
、
こ
ど
も
園
(
保
育
園
)
に
も
同
じ
よ
う
な
機
会
が
あ
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
情
報
交
換
等
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か

0

職
場
で
広
め
た
い
内
容
で
あ
っ
た
か

A
:
ぜ
ひ
広
め
た
い
 
B
:
広
め
た
い
 
C
:
あ
ま
り
思
わ
な
い
 
D
:
広
め
た
い
と
思
わ
な
い

9
3
.
5
%

5
8

6
0

9
6
.
8
%

満
足
の
い
く
内
容
で
あ
っ
た
か

A
:
大
変
満
足
 
B
:
満
足
 
C
:
や
や
不
満
 
D
:
不
満

2
0

5
9

9
5
.
2
%

1
資
質
向
上
に
役
立
っ
た
か

A
:
大
い
に
役
立
っ
た
 
B
:
役
立
っ
た
 
C
:
あ
ま
り
役
立
た
な
か
っ
た
 
D
:
役
立
た
な
か
っ
た

2
6

3
4

2

・
グ
ル
ー
プ
協
議
の
時
間
を
長
く
し
て
ほ
し
い
　
　
　
　
　
　
　
・
講
演
と
協
議
が
両
方
あ
る
の
が
あ
り
が
た
い
　

・
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
の
実
践
報
告
を
聞
き
た
い
　
　
　
・
他
の
市
町
の
実
践
が
知
り
た
い
。
(
保
幼
こ
小
連
携
が
進
ん
で
い
る
)

・
園
の
実
践
を
直
接
見
た
い
(
保
育
の
意
図
や
解
説
を
聞
い
た
後
)
、
事
後
に
見
立
て
や
振
り
返
り
も
聞
い
て
み
た
い

・
モ
デ
ル
学
校
や
園
を
決
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
研
究
保
育
や
授
業
の
交
流

・
時
期
を
早
め
て
ほ
し
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
特
別
支
援
教
育
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令
和
５
年
度
乳
幼
児
教
育
・
保
育
推
進
事
業
　
研
修
実
績
報
告
書
（
ア
ン
ケ
ー
ト
概
要
）

７
～
９
．
早
期
療
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
研
修
会

（
8
月
1
0
日
（
木
）
、
1
0
月
2
3
日
（
月
）
、
1
1
月
7
日
（
火
）
1
4
：
3
0
 
～
 
1
6
：
3
0
　
う
じ
安
心
館
3
階
ホ
ー
ル
）

参
加
者
：
6
5
名
（
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
数
：
6
3
）

研
修
形
式
：
講
習
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

講
師
：
保
健
推
進
課
発
達
支
援
係
、
学
校
教
育
課

A
B

C
D

2
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
等
を
向
上
さ
せ
た
い
と
考
え
て
研
修
に
参
加
し
た
か

3
主
な
感
想
・
意
見
な
ど

4
今
後
研
修
会
で
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
テ
ー
マ
、
参
加
し
や
す
い
月
や
時
間
帯
を
教
え
て
く
だ
さ
い

・
事
例
を
含
め
た
研
修
の
機
会
も
あ
っ
た
ら
参
加
し
た
い

・
発
達
相
談
の
具
体
的
な
内
容
や
見
て
い
る
部
分
も
聞
き
た
い

・
ぱ
ん
だ
・
コ
ア
ラ
な
ど
の
教
室
で
ど
の
よ
う
な
事
を
さ
れ
て
い
る
の
か
全
く
イ
メ
ー
ジ
が
な
か
っ
た
の
で
知
れ
て
よ
か
っ
た

・
就
学
前
の
準
備
や
就
学
後
の
イ
メ
ー
ジ
を
で
き
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た

・
保
幼
小
の
情
報
共
有
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
グ
ル
ー
プ
内
交
流
で
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
。
も
っ
と
こ
の
よ
う
な
交
流
の
機
会
が
あ
る
と
よ
い

・
交
流
の
中
で
他
の
先
生
の
工
夫
を
聞
き
、
や
っ
て
み
よ
う
と
思
え
る
案
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た

・
療
育
の
先
生
か
ら
直
接
話
を
聞
き
た
い

・
就
学
相
談
に
つ
い
て
知
り
た
い

・
療
育
に
つ
い
て
知
り
た
い

1
満
足
の
い
く
内
容
で
あ
っ
た
か

A
:
大
変
満
足
 
B
:
満
足
 
C
:
や
や
不
満
 
D
:
不
満
　
※
未
記
入
1
名
あ
り
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
※
未
記
入
3
名
あ
り
)

4
3

1
7

0
0

6
0

1
0
0
.
0
%

N
o
.

項
目

回
答

満
足
度

A
+
B

・
乳
幼
児
健
診
や
発
達
相
談
に
つ
い
て
知
り
た
い
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令
和
５
年
度
乳
幼
児
教
育
・
保
育
推
進
事
業
　
研
修
実
績
報
告
書
（
ア
ン
ケ
ー
ト
概
要
）

１
０
．
早
期
療
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
研
修
会
（
1
2
月
7
日
（
木
）
1
4
：
3
0
 
 
～
 
1
6
：
3
0
　
う
じ
安
心
館
3
階
ホ
ー
ル
）

参
加
者
：
7
6
名
（
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
数
：
6
6
）

研
修
形
式
：
講
演

A
B

C
D

3
主
な
感
想
・
意
見
な
ど

4
今
後
研
修
会
で
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
テ
ー
マ
、
参
加
し
や
す
い
月
や
時
間
帯
を
教
え
て
く
だ
さ
い

・
幼
児
期
保
育
で
取
り
入
れ
ら
れ
る
P
T
、
O
T
、
S
T
の
視
点

・
就
学
に
向
け
て
年
長
児
の
保
護
者
に
対
す
る
お
話
の
し
か
た
な
ど

・
療
育
が
必
要
だ
が
療
育
に
通
う
ま
で
に
至
ら
な
い
親
子
へ
の
呼
び
か
け
や
支
援
に
つ
い
て

・
園
で
で
き
る
支
援
の
具
体
的
な
方
法
等
に
つ
い
て

・
診
断
は
受
け
て
い
る
が
障
害
受
容
が
で
き
て
い
な
い
保
護
者
が
い
る
。
慢
性
的
悲
哀
と
い
う
ワ
ー
ド
を
聞
い
て
は
っ
と
し
た
。
わ
か
っ
て
い
る
つ
も
り
だ
っ
た

　
が
、
保
護
者
の
気
持
ち
を
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
に
気
が
付
い
た

・
と
て
も
わ
か
り
や
す
い
レ
ジ
ュ
メ
を
作
っ
て
い
た
だ
い
た
の
で
現
場
職
員
に
そ
の
ま
ま
参
考
書
と
な
る
と
思
っ
た

・
1
2
月
個
人
懇
談
が
あ
る
の
で
保
護
者
へ
の
伝
え
方
、
伝
え
る
ポ
イ
ン
ト
が
明
確
に
な
り
参
考
に
な
っ
た

・
乳
幼
児
期
の
ト
ラ
ウ
マ
に
つ
い
て

・
乳
幼
児
期
か
ら
の
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー

・
子
ど
も
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
と
と
も
に
保
護
者
フ
ォ
ロ
ー
が
必
要
な
方
も
多
い
の
で
、
そ
の
支
援
に
つ
い
て

・
子
ど
も
困
っ
た
行
動
の
裏
に
は
不
安
が
あ
る
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
へ
の
反
応
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
心
に
残
っ
た

1
0
0
.
0
%

2
職
場
で
広
め
た
い
内
容
で
あ
っ
た
か

A
:
ぜ
ひ
広
め
た
い
 
B
:
広
め
た
い
 
C
:
あ
ま
り
思
わ
な
い
 
D
:
広
め
た
い
と
思
わ
な
い

4
6

2
0

0
0

6
6

1
0
0
.
0
%

1
満
足
の
い
く
内
容
で
あ
っ
た
か

A
:
大
変
満
足
 
B
:
満
足
 
C
:
や
や
不
満
 
D
:
不
満
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
(
※
未
記
入
1
名
あ
り
)

4
0

2
5

0
0

6
5

講
師
：
京
都
府
立
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
 
小
児
科
医
師
　
青
山
 
三
智
子
　
氏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

N
o
.

項
目

回
答

満
足
度

A
+
B
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研修状況等把握シート（公立幼稚園） 

 

 

教員の資質・能力の向上(宇治市教育の重点) 

教職員は、不断の研鑽によって自己の人格の陶冶を図るとともに、その職務

の遂行に当たっては、社会の変化を的確に把握し、学校教育に寄せられた期待

に応えるよう努める。 

そのため、教職員一人一人が、教職生活全体を通じて実践的指導力を高めると

ともに、新しい時代の教育に対応できるよう学習指導要領の趣旨を実現するた

めの研修に主体的に取り組み、一人一人が学びの主体者として、職責、経験及び

適正に応じた資質能力の向上に努める。 

 

 

人材育成に関する主な課題(公立幼稚園) 

・ クラス数の減少(園児数の減少)により、Ｈ２７以降、新規職員の採用が出来

ておらず、安定的な園運営に向けた人材育成が行えていない。 

・ 職員の数も少ないため、保育者同士の多様な考えに触れる機会が少ない。 

・ 少人数クラスの経験が多くなり、適正な規模の集団教育の実践を積み重ねる

ことができにくい。 

 

 

次年度に向けた方向性 

・ 今年度と同様に、各園の研修等の場を他の市立幼稚園はもとより、他の就学

前施設や小学校に開いていくことで、多様な考えに触れる機会を計画的に実

施する。 

 

 

R6 年度主な研修予定 

・ 京都府幼児教育センターと連携した研修を実施する。 

・ 公立園としての研究・研修テーマとしては、「非認知能力」や「幼児期にお

ける ICT の活用」、「インクルーシブ教育」について積極的に取り上げる。 
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全国・関西・近畿            

実施日 研修項目 参加職種 参加者 

7 月 27 日 

28 日 

第 70 回全国国公立幼稚園・こども園教育研究協議会福岡

大会『未来へつなぐ幼児教育の創造』「発達格差」等 

教諭 1 

8 月 7日 

8 日 

第 71 回全国幼児教育研究大会 京都大会 

「ウェルビーング」・「多様性」 

園長、教務 

教諭 

7 

12 月 2 日 第 125 回 関西幼稚園連合会教育研究大会滋賀大会 

『子どもの未来が輝く幼児教育』人と豊かにつながり合う

子どもをめざして～」等 

園長 1 

京都府 〇京都府公立幼稚園・こども園教育研究会 

 研究主題「幼稚園・こども園において、様々な体験を通して幼児一人一人の個性を伸ばし、豊

かな人間性を育むためにはどのような環境の構成や教師の関わりが必要か-人や社会とつながる

幼児を育てるための環境構成を教師の役割について-」 

6 月 28 日 京都府国公立幼・京都府公立幼稚園こども園長会総会研修

会 

「幼児期に育てたい『力』について考える」  

園長 3 

8 月 21 日 京都府公立幼稚園・こども園教育研究会 夏季研修会 

講演「遊びの中の育ちや学びが深まる環境構成と教師の役

割」 

園長、教諭 4 

8 月 22 日 京都府幼児教育研究協議会（幼児教育の理解・推進事業）

「幼小接続」【オンライン】 

園長～講師 8 

12 月 26 日 京都府公立幼稚園・こども園長会研修会 

「トキメキ‣ヒラメキ、気付き・発見が豊かに生まれる保育

―子どもの好奇心・探求心から主体的・対話的で深い学び

へ―」 

園長 1 

1 月 30 日 京都府幼児教育研究協議会（幼児教育の理解・推進事業）

「幼児教育の質」・「幼小接続」 

教諭 3 

予定 

山城教育局 〇山城地方公立幼稚園・こども園教育研究会 

6 月 26 日 第 1 回研修会 

「幼児教育・保育の質の向上と円滑な幼小接続を図るため

に」 

園長、教諭 4 

10 月 27 日 山城地方幼小接続推進研修会「架け橋プログラムの重要

性」 

教務 1 

12 月 25 日 第 2 回研修会 

「つながりあそびうた」 

園長、教諭 3 

宇治市 〇宇治市立幼稚園教育研究会 

 研究主題「わくわく やってみよう～幼児も教師も心を動かして～」 

6 月 20 日 宇治市立幼稚園教育研究会研修会 

「宇治市のめざす教育 幼児期の教育に期待すること」 

園長～講師 10 

11 月 24 日 宇治市立幼稚園教育研究会研修会 

公開保育「いのちと出会う自然さんぽ」 

園長、主任 

講師 

8 

12 月 4 日 宇治市立幼稚園教育研究会研修会 

実技「運動遊び」 

園長～講師 10 
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各園(京都府幼児教育センター幼児教育アドバイザーの活用) 

 

7 月 14 日 宇治市立木幡幼稚園 

講演「幼児の発達と運動」 

園長、教諭 

講師 

7 

9 月 14 日 宇治市立神明幼稚園 

公開保育「インクルーシブ教育」 

園長、教諭 

講師 

4 

9 月 22 日 宇治市立木幡幼稚園 

公開保育「動かそう体」 

園長、教諭 

講師 

5 

11 月 9 日 宇治市立東宇治幼稚園 

公開保育「様々な人と関わる力を育てるための教師の役

割」 

園長～講師 10 

12 月 6 日 宇治市立神明幼稚園 

公開保育「ともに育ち合うために必要な環境と援助の工

夫」 

園長、教諭 

講師 

4 

12 月 20 日 宇治市立木幡幼稚園 

事例研究 

園長、教諭 

講師 

4 

1 月 26 日 宇治市立東宇治幼稚園 

公開保育「特別支援教育」 

園長～講師 5 

予定 

宇治市 〇教員研修講座〇特別支援教育推進委員会〇小学校教育研究会生活部会 

〇中学校ブロック 

7 月 4日 宇治市保幼こ小合同研修講座Ⅰ 園長～講師 

 

9 

8 月 18 日 宇治市小学校教育研究会 生活部 

『「主体的・対話的で深い学び』の視点からの授業づくり」

「生活科ものづくり」 

教務、教諭 3 

8 月 21 日 広野中学校ブロック 

「学びの意欲を高める」（非認知能力を高める）幼小中連携 

園長、教諭

講師 

3 

8 月 22 日 東宇治中学校ブロック 

幼小中合同研修会 講演「非認知能力」 

園長～講師 7 

11 月 15 日 東宇治中学校ブロック 

幼小中合同研修会 研究授業「非認知能力」 

教務、教諭 

講師 

6 

2 月 22 日 宇治市保幼こ小合同研修講座Ⅱ 教務、教諭 

講師 

4 

予定 

2 月 22 日 特別支援教育コーディネーター会議及び研修会 

「年度末のコーディネーターの動きと役割」 

「公立幼稚園からの移行支援シートの活用について」等 

教諭 3 

その他 

8 月 24 日 令和５年度 地域支援センターうじ主催 
「スキルアップ学習会」『愛着の問題を抱えるこども達の

理解と支援』【オンライン】 

教諭 3 

11 月 24 日 京都市立楊梅幼稚園・下京雅小学校教育研究発表会 

「幼小接続カリキュラム」 

教務、教諭 2 
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研修状況等把握シート（公立保育所） 

 

 

○（研修を通じた）保育所職員の資質・能力の向上について 

 公立保育所では、保育所保育指針に基づき、子どもたちの豊かな発達を保障す

るとともに、その保護者や地域のニーズに応えるよう努めている。 

 そのため、各保育所で毎年、保育方針や保育目標を定め、これらの目標等を達

成するために職場内研修を企画・実施するとともに、職員が等しく職場内及び職

場外研修を受講することにより、職員の資質・能力の向上に努めている。 

 

 

○人材育成に関する主な課題 

 ４０歳代～５０歳代の職員が少なく、保育の現場を担う職員が２０歳代～３

０歳代に偏る傾向にあるため、保育のスキルの継承が課題となっている。 

 

 

○主な研修実績（令和４年度） 

 次ページのとおり。 

 このほか、公立保育所における保育の進展及び向上を図ることを目的に、公立

保育所７園で構成する宇治市立保育所保育研究会を運営するとともに、０歳児

～５歳児ごとの年齢別部会や専門部会（障がい児保育、保健、食育、給食）を設

けている。部会をそれぞれ年３回程度開催し、研究テーマに基づく研究の成果や

各保育所での取組を報告し合い、情報共有等を図ることにより、職員の資質・能

力の向上に努めている。 

 

 

○次年度に向けた研修の方向性 

 引き続き各保育所で定める保育方針や保育目標を達成するために研修を企

画・実施及び受講するとともに、研修を通じ、他の就学前施設や小学校等とも交

流を図ることで、就学前教育・保育に関する多様な考え方に触れることに努める。 
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○職場内研修の実施状況

実施日 参加職種 参加人数（人）

6月13日 ■管理職　　■一般職 20

6月17日 ■管理職　　■一般職 20

6月21日 ■管理職　　■一般職 20

9月2日 ■管理職　　■一般職 20

9月9日 ■管理職　　■一般職 20

11月4日 ■管理職　　■一般職 20

○職場外研修の実施状況

実施日 研修題目 主催者 参加職種 参加人数（人）

5月18日
zoom視聴

「資質と能力を育むための保育内容」等
京都府保育協会 □管理職　　■一般職 1

6月3日 防犯学習会 宇治警察署員 ■管理職　　■一般職 20

8月3日
zoom視聴「乳児保育・教育における個々の発達を促

す遊びの環境」
京都府保育協会 □管理職　　■一般職 1

8月23日 zoom視聴「0歳児の発達と保育内容」 京都府保育協会 □管理職　　■一般職 1

9月1日
zoom視聴

「1歳以上3歳未満児の発達と保育内容」
京都府保育協会 □管理職　　■一般職 1

9月7日
zoom視聴

「保育者の適切な関わり」
京都府保育協会 □管理職　　■一般職 1

9月15日
zoom視聴

「園の安全について今一度考え直そう」
京都府保育協会 ■管理職　　■一般職 20

9月29日
zoom視聴「障がい児保育における個々の発達

を促す生活と遊びの環境」等
京都府保育協会 □管理職　　■一般職 1

10月13日
zoom視聴

「障がいのある子どもの発達と援助Ⅱ」
京都府保育協会 □管理職　　■一般職 1

10月27日
zoom視聴

「保護者や家族に対する理解と支援」
京都府保育協会 ■管理職　　□一般職 1

11月12日

保育士全体研修 
『体と脳の基礎は乳幼児期に作られる！！』

~脳を育て、姿勢を育てる保育遊びの医学的効果~

講師　西村 猛 氏 (理学療法士／療育系YouTuber)

宇治市保育研究会 ■管理職　　■一般職 20

11月15日
zoom視聴「事故防止及び健康安全管理に

関する組織的取組」
京都府保育協会 □管理職　　■一般職 1

11月18日 令和4年度　宇治市幼児教育研修講座 宇治市教育委員会 □管理職　　■一般職 1

11月22日 第3回合同研修会
宇治市

特別支援教育研究会
□管理職　　■一般職 1

12月6日 zoom視聴「災害への備えと危機管理」 京都府保育協会 □管理職　　■一般職 1

12月12日
zoom視聴「保育園虐待事件
の問題点と振り返り」

京都府保育協会 ■管理職　　■一般職 20

2月2日 子どもの眼の健康について
京都府

保育所保健連絡協議会
□管理職　　■一般職 1

2月20日 久御山交通事故連絡会 久御山交通事故連絡会 □管理職　　■一般職 1

保健学習会　園内における事故・けがについて

食育学習会「そしゃくについて」

小倉双葉園保育所の職場内及び職場外研修の実施状況（令和４年度）

研修題目

リトミックDVD研修

保健学習会　AEDの使用について・感染症・プール応急手当

子どもの発達・体の使い方について

人権学習会　「同和問題について」
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　＜研修のポイント＞
　　・施設類型を越えた連携・協働の基礎となる顔の見える関係の構築「対面研修・グループワーク」
　　・非認知能力育成、保護者対応力向上、人材育成・組織マネジメント力向上講座の継続実施
　　・子どもの育ちと学びをつなぐための実践研修「公開保育・公開授業」
　　・市教委教育研究員（幼小接続部）と連携した保幼こ小連携の実践研修「往還型研修」

1

「乳幼児期にはぐくみたい力と保育者の関わり」
　～非認知能力の育ちをどう支援すべきか～
エピソード研修を通して、乳幼児期にはぐくみたい力を共有する
【エピソード研修・講演】

○
佐川 早季子 氏
京都教育大学
幼児教育科 准教授

2
「乳幼児教育・保育を担う人材の育成と組織マネジメント」
講義や意見交流を通して、人材育成や同僚性を高める園(校)内の研修方
法について学ぶ【講義・ワークショップ】

○
市内私立・民間
園施設長

3
「公開保育を通して学び合う」
公開保育とその後の意見交流等を通して、子どもの主体性をはぐくむ環
境構成や保育者・教諭の関わり方について学ぶ【実践交流】

○
府幼児教育センター
アドバイザー

拡充
4

「保育要録・指導要録の書き方」
講義や要録記入の実践等を通して、保育要録・指導要録の書き方につい
て学ぶ【講義・ワークショップ】

○ 未定

拡充
5

「公開授業を通して学び合う」
公開授業(小1)とその後の意見交流等を通して、子どもの主体性をはぐ
くむ環境構成や保育者・教諭の関わり方について学ぶ【実践交流】

○
府幼児教育センター
アドバイザー

拡充
6

「小学校教員が幼児教育の現場を経験して学んだこと」
令和５年度京都府現職教員長期研究生の研究報告や参加者同士の意見交
流等を通して、育ちと学びをつなぐ必要性について学ぶ【実践発表】

○
福知山市小学校教諭
府幼児教育センター
アドバイザー

拡充
7

「保幼こ小連携　往還型研修」
(仮称)架け橋ブロックを基礎とした推進校と連携園・所での交流等を通
して、育ちと学びをつなぐ必要性や日々の保育に活かす具体的な視点を
学び合う【実践研修】

○
府幼児教育センター
アドバイザー

8

「幼小接続カリキュラム実践報告から学び合う」
推進校と連携園の実践報告や施設類型を越えた意見交流等を通して、育
ちと学びをつなぐ必要性や日々の教育・保育実践に活かす具体的な視点
を学び合う【実践発表】

○
府幼児教育センター
アドバイザー

9
「発達が気になる子どもを中心とした保護者と保育者の関わり」
講義やロールプレイを通して、保護者に対する支援の仕方や相談の進め
方について学ぶ【講義・ワークショップ】

〇 未定

10
「発達面で支援が必要な子どもとその保護者に対する就学前のフォロー
システム」
宇治市のフォローシステムについて学ぶ【講演・グループ協議】

○
保健推進課発達相談員
学校教育課指導主事

11
「幼児期の発達を学ぶ」（年齢に応じた発達の特徴や、気になる姿があ
る時の対応などを学ぶ）

未定

12
「事例から学び合う」
療育施設等の先生の困りごと、疑問点を通して、解決策を議論すること
を目的とする【事例検討】

○
早期療育ネットワーク会
議　委員長

他市事例紹介講座
　府現職教員 長期研究生の研究報告
　　就学前施設で往還型研修

市教委教育研究員と連携した連続研修講座
　モデル校区設定検討

早期療育ネットワーク会議で検討

保幼こ小連携事例発表講座
府カリキュラムコンサルテーション事業
　カリキュラム作成状況等を報告

発達・子育ち支援保護者対応力向上講座
（Ｒ5：宇治福祉園）

非認知能力育成支援講座
（連携・協働の基礎講座）
乳幼児教育・保育の質の向上がもたらす効果と
非認知能力の育成等に関する研修

人材育成・組織マネジメント力向上講座
（Ｒ5大谷幼稚園）
　主に中堅・管理職クラスを対象

公開保育講座
　Ｒ4：公立幼、Ｒ5：公立保

保育要録・指導要録講座

公開授業講座
　Ｒ4：木幡小

令和６年度乳幼児教育・保育協働研修 年間計画（案）

※グループワーク実施の場合：○

No. テーマ・研修内容
GW
※

講師 備考

早期療育ネットワーク会議で検討
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